












ここに掲載 した一連 の船舶の室内彩色透視図の写真 は,誌 上発表の形式 では
あるが,特 に発表 を意 図 した作品で はない。掲載の動機 となったの は,た また
ま昨年末 に私個 人が デザイ.ン作 品 を整理す る必要 があ り,過 去 に関係 した建
築 ・船舶 ・車輛等 の インテ リアや,そ の関連 のプロダク トデザ インの資料 を収
集中,関 係企業か ら 「三菱重工業㈱神戸造船所に,同 造船所が建造 した船舶 の
室内透視 図を集録 したアルバ ムが所蔵 されてい る」 との情報が あ り,そ の リス
トと共 に借用 を願 出て入手 したものである。
アルバ ムは大型(600×450m/m)クロス貼 り特製で3冊 あ り,約300枚に余
る室 内彩色透視図や,一 部室 内装飾用のパ ネル(漆 工 ・金工 ・木工 ・染織 ・陶
磁 器等)の 下絵原画が貼付 された ものであ る。その うち貼付用の糊が画面に浸
透 し,変 色或 いは褪色 した もの,ま た台紙 よ り外れたため建造時期や,船 名未
詳 の ものな ど,若 干数 あったが,大 体 において良好 に保管 されていた。
アルバム に集録 されている年代 は,一 部戦前(昭 和20年以前)建 造 された と
思 はれる客船(建 造番号No.407山水丸,同No.425こがね丸,同No.434あきつ き
丸等)も あるが,こ れ らは何 れ も正確 な竣工年月 日や,設 計者の氏名 は不明で
あ る。た"建 造番号No.449・No.450の日蘭丸 ・日昌丸につ いては,設 計者が明
記 されていて,工 学博士佐藤功建築事務所 とあ り,そ の所在 地 ・電話番号が付
記 されてい る。他の大多数 は戦後 の もので,台 風 に より遭難沈没 した青函連絡
船 ・洞爺丸(No.816,3.898t昭和21年9月17日起工,同22年11月12日竣工)を
始め とし,外 国船SILVERLONGEVITY(No.993,23.162`昭和43年6月3日 起
工,同 年12月18日竣工)で 終 ってい る。それ らが ほ"建 造番船順 に貼付 されて
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いるが,中 には建造 リス トにあ りなが ら,何 等 かの事情 によ り脱落 してい るも
の も少 くない。
この ような室 内彩色透視図は,一 般 に造船所 よ り企業 に工事発注時,或 い は
その完了時に,最 終設計図 と共 に提 出を要求 され,設 計者 や施工業者 の手元 に
は残 らぬ性格 の もので ある。造船所では通常設計図 は資料 として保管す るが,
室内透視図については,そ の室内完成予想 図 として,発 注先や船 会社 にわたさ
れた り,他 に流用 され る場合が多 く,従 って散逸不明 になるのが通例 である。
今面 アルバ ム として集録保 管されていた ことは,洵 に幸運で あ り,得 難い資料
.でもあって,集 録 された方に深 く感謝 したい。
さて,こ れ ら多数 の透 視図 を通 覧す ると,戦 前 より戦後 に至 る各種 の船舶
(国内船 や輸 出船,各 船種)の 年代 的変遷や,船 種 別による内装設備やデザ イ
ン傾 向,更 に関係 した多 くのデザイナー達の個性や表現技法,ま た工事受註企
業の施工 技術等,単 な る1枚 の彩色透視 図で はあ るが,そ れ を通 じて多 くの
種 々な状 況が理解 し得 て,甚 だ興味深 い ものがあ る。
往時の オイル シ ョック以来,海 運界の不況 が伝 えられているが,そ れで も吾
が国の商船保有量 は世 界の約10%を占めている。
※ 国連統計 によると世界の商船量は総 トン数 に して4億2千5百 万 トン,
日本 は約4千 万 トンを保有 してい る。
アルバ ムに集録 されてい る期 間は,主 と して戦 後の所謂 く造船ブ ーム 〉と言
はれた頃である。記録 によると,当 時 は政府の計 画造船以外 に輸出船舶 も多 く,
昭和30年か ら40年には全建造量 は世界1位 を誇 り,そ の うち輸 出船舶 は約80%
に達 していた。その船主 も当初のギ リシ ャ ・リベ リアか ら,後 にはアメ リカ ・
ソ聯 ・ブイ リ ッピン ・メキシコ ・デ ンマーク ・ノルウエー ・オ ランダ ・中国等,
世界各国に及 び,海 運 国 と称 される諸国か らの発注 も多い。 このこ とは吾が国
の造船技術の優秀性が國際的に高 く評価 され,か つ船価が欧米に比 して安価で
あったこと等の理由 にも寄る と思 はれるが,同 時に船舶の艤装や設備,内 装 デ
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ザイ ン ・施工技 術において も,欧 米 に劣 らぬ水準 であることを示す もの と推測
して支障ない と思はれる。
この ように船舶のイ ンテ リアデザ インは,国 際 的な一応の評価 を得 なが ら,
陸上の諸建築 に較べ,華 々 しさに欠 け地味な存在で,一 般の人々や,デ ザ イン
界 において も疎 遠にな りが ちであ る。 このこ とは関係者に とって,些 か寂寥の
感が少 な くない。
船舶のデザ インが一般 に関心や印象が浅い理 由と しては,船 舶 と言 う特殊性,
例 えば外国船籍 の輸 出船 は,完 成後直ちに輸送 され,人 々の 目に触れ る機会が
少い こと。 また激 しい国際的海運競 争に打勝つため,輸 送 能力 や設備機能が低,
下す ると,早 々に解体或い は転用 され船 としての命数が短 かいこと等が挙げ ら
れ よう。
地味な点 につ いては,戦 後建造 された船種が,主 として貨物船(タ ンカー,
鉱石 ・石炭運搬船等)が 多 く,欧 米の ような豪華 な純客船 に恵 まれず,一 部国
内沿海 フェ リーや,外 航荷客船 ・国際見 本市船等 も建造 されたが,量 的 に少 く,
外航純 客船 は1-2度,機 会 もあ ったが結論的 には,皆 無 であった。従 って荷
物 輸送 として船殻構造の制約か ら,そ れ らを無視す るような自由な発想や,大
胆 で独創的 なデザ インは抑制 される宿命 で もあ った。
以上 のこ とか ら陸上建築の インテ リアの華 々 しさには及 ばないが,そ の反面,
船 舶 という特殊条件の もとで,航 室機 や大型車輛 と同様 に,陸 上の インテ リア
に得 られぬ特色が発揮 される場 ともな り得た。
船舶 の特 殊条件 とは,外 航船 の場合 ロイ ド協 会規定や,S.O.L.A.S.1960(海
上 人命保安国際条約1960)海上衡突予防規則,そ の他 国内的 に も多 くの造船 ・
運航上 の諸規定があ る。それ らの一部 は当然船室のイ ンテ リアデザ インにも波
及適用 され る。陸上の諸建 築のイ ンテ リアにあ って も,建 築基準法 を始 め多 く
の防災諸規定があ るが,船 舶の比 ではない。殊に震動 ・防音 ・防水 ・軽量化 ・
安 全化 につ い て は特 に重視 され る し,構 造上 よ り くる床 面 の キヤ ンバー,
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シャニ∫デ ッキハ ットの低 さ,窓 クリアーの狭少 さ等 は,船 舶特有 の条件であ
らう。 また外国船の場合は,発 注 国の国民性や生活習慣,民 族的嗜好 や航路上
の配慮等,国 際的普遍性 も必要 である。その他多 くの規制や要求が重 なるが,
それ らを満足 しなが ら,夫 々の室空 間の 目的,機 能に応 じた快適 な室内環境 を
計画演出するには,更 に綿密な設計 と周到 な施工技術 が必要で ある。
先 にも触れた ように現在海運界 ・造 船界 は世界的苦況に直面 している。嘗て
の巨船時代 は終 り,そ れに代 って現代 の新 鋭船 は,各 極の先端技術 を駆使 し,
徹底 した合画化 ・省エ ネ化 ・省 人化が進行 している。
※ か つて の巨船時 代の代表 は大型 タンカーであ った。昭和37年 ・日章丸
(132,000t)同4i年・東京丸(150,000t)を始め,出 光丸(209,000`)
・40年代 後半 か らは30万トンを超 え る大型 タンカー時代 を迎 える。 日石丸
(306,000`)愛光丸(406,000t)等
殊 に近 時 は タン カー需 要 の減 少 に代 って,L.P.G.(液化 石油 ガス)LN.G.
(液化天然 ガス)コ ンテナー船,自 動車専用船等が建造 され,こ れ らの船舶 は
自動制御化 され,船 員数は極端 に減少 されつ ・ある。従 ってその居住 区や船室
の内装 ・設備 も大 き く変貌 しつ ・ある。
今 回掲載 の写真 はや ・過去の時期 であ り,紙 数の関係 もあって,ア ルバム中
の筆者の作 品40数点 を『とりあげ たが,別 の機会 にその全様 を紹介 してみたい。
船舶の特殊 なイ ンテ リアで あるが,透 視 図 を通 して会員諸兄 の何等かの参考 と
もなれ ば幸甚であ る。
※ デザ イ ンを依頼 され た企業 の 関係 で,当 造 船所 で は主 と して荷 客船
(CARGOBOAT)のDAININGSALOON,SMOKINGROOM,に写 真が
偏 った。沿海航路 のCAR・FERRYやPASSENGERSHIPの設計 に も関係












NO.1(1)874②ぶ えの す あい れす 丸 ③S.SCARGODIESELSHIPn8.700
⑤31.3.7⑥大阪 商船 ⑦DININGSALOON
NO.2ぶえのすあいれす丸 壁面装飾 漆パネル NO.3①885②は ば ま丸 ③S.STURBINEOILTANKER49.3750032.6.29
⑥ 大阪 商船 ⑦DININGSALOON
NO.4はは'ま丸SMOKINGROOM NO,5(D893②十 和 田 丸(3)T.S.PASSENGER&TRAINFERRYDIESEL
SHIP④6.148⑤32.9.16⑥日本 国有 鉄道 ⑦DININGSALOON
NO、6十和田丸 反対側 NO.7①896②は ん ぶ る ぐ 丸 ③S.SCARGODIESELSHIP(4)8.973⑤
32.10.26⑥大阪 商船(7)SMOKINGROOM
NO,8(D897②ほの る る 丸 ③S.SCARGODIESELSHIPCa)s.3700033.2.8
⑥ 大阪商 船 ⑦DININGSALOON
NO.9①898②あ る ぜ ん ち な 丸 ③S.SPASSENGER&CARGOSTEAM







NO,13①904②しか ご 丸 ③S.SCARGODI∈SELSHIPC4)9.242⑤34。6.27
⑥ 大阪 商船 ⑦DININGSALOON
NO.14しか ご丸SMOKINGROOM NO.15(D909(z)VELOSG)〔UNIVERSAL)S.SBULKCARRIER(弓)14.217(@)
36.8.80EAGLETRANSPORTL.T.DINCC7)DININGSALOON
NO.16VELOSSMOKINGROOM NO.17①910②く れ な い 丸 ③T.S.PASSENGERDIESELSHIP@)2.928⑤
35.2.27(6)関西汽 船U)2/CSMOKINGROOM
NO.18くれ ない丸BARROOM NO.19くれ ない丸1/CLOBBY
NO.20(1)911②は ど そ ん 丸 〔3〕S.SCARGODIESELSHIP(4)9.254(5)
35.3.31(6)大阪商 船C7)DININGSALOON
NO.21はどそん丸 壁面装飾 綴織
NO.22はどそん丸SMOKINGROOM NO.23C1>912②ひ ゆ う す とん 丸 ③S.SCARGODIESELSHIP⑭)9、257⑤
35.8.16⑥大阪商 船 ⑦DININGSALOON
NO.24ひゆ うす とん丸SMOKINGROOM NO.250913②天 鴎 丸 ③S,SHEAVYCARGODIESELSHIPCa)s.485⑤
35.10,19⑥大 安商 船 ⑦DININGSALOON
NO.26天鴎丸 壁面装飾パネル 木工 漆 NO.27天鴎丸SMOKINGROOM
NO,28Cl)921(2)へい ぐ 丸 ③S.SCARGODIESELSHIp③ ④9,295⑤
36.5.24(6」大阪 商船 ⑦DININGSALOON
NO,29へい ぐ丸SMOKINGROOM
NO.30c')922②の う は う く 丸 ③S.SCARGODIESELSHIP●9.295⑤
36.8.28⑥大 阪商 船 ⑦DININGROOM
NO.31のうは うく丸SMOKINGROOM
NO.3210933②さ く ら丸 ③S.SEXHIBISIONDIESELSHIP④12.628⑤
37.10,15(6)日本産 業巡行 見本 市協 会 ⑦ 貴賓 室
NO.3310931②た こ ま丸 ③S .SCARGODIESELSHIP④9.2940537.6.20
⑥ 大阪 商船 ⑦DININGSALOON
NO.34たこ ま丸SMOKINGROOM NO.3510936②あ づ ま や丸 ③S.SDIESELTIMBERCARRIER④7.25フ⑤
38,4.25⑥旭海 運 ⑦DININGSALOON
NO.36あづ まや 丸SMOKINGROOM NO.37①940②さ ん ち や ご 丸 ③S.SORECARRIERDIESELSHIP④
33.417⑤39.3.30⑥大阪 商船 ⑦DININGSALOON






NO.42①957②ジ ヤパ ン ラ イン ③S.SDIESELBULKCARRIER●33.529






40.10,21(6)大阪 商船 三井船 舶 ⑦OFFICER'SMESSROOM
NO.47①967②ば う せ うな丸 ③S.SDIESELGENERALCARGOLINER④
11.619042.1.10⑥大阪 商船 三井船 舶 ⑦OFFICER'SMESSROOM
